
日本 語 の 音 節(拍)は 幾 つ か

秋 永 一 枝

1.音 節 の構成

昨年はいわゆる特殊 音節(特 殊拍)に ついてお話致 しま したが・今年 はそ

の続 きとして,「 日本語 の音節(拍)は 幾つ と数 え られ て きたか」 につ いて

申 し上げてみたい と思います。

従来,日 本語 の音素は少 な く,音 節の構成 も簡単で,そ の た め に 音 節

(拍)の 数 も少ない と言われています。それでは少ない といわれ る音素 の数

は幾つで し ょうか。 これは22と か24と か25と か,認 定す る人 に よって

まちまちです。 よしまた数が同 じであ って も内容 に多少のズ レが あ った り

します。両立 しない音 素 も含めて並べてみ ると次の よ うに な ります 。*印 は

人に よ り認定 した りしなか った りの ものです。

子 音kpg,s,z,c,亡,d,nシhシb,p,m,エ3g*,,*.,.,13(15)

半 母 音j,w

母 音i,e,a,o,u.

特 殊 音素N(は ね音 素),T(つ め 音素),R*(ひ き音素),

τ*(そ え音素〉.,.,._..__,....2(4)

*印 な しが 計22 ・*印 を含 める と26に な りますが,前 号で述べ た よ うに

/》1と/R/は 両 立 しませんか ら25ど ま りにな ります、

服 部四郎氏・金 田一 春彦氏,柴 田武氏は ともに24個 とされ ます が,金

田一氏は ノg/,ノR/を 含 めて,/'/,創 を含 めず,柴 田氏は/R/,IJ/を 含 め

て/γ,絢/を 含 めず,服 部 四郎氏は ノ》/・勾/を 含めて!母 規 を含 めず と

い うようにズ レが あ ります。 一方,浜 田敦氏は 角,・,R,コ を含 めず22

個 とされ るよ うです。 このほか外来 語のみにあ らわれる音素 を加えれば多

少増加 します。
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更に,単 純といわれる音節の構成の しかたも人により多少のずれがあり

ます。

(1)

(2〉

(3)

(4)

(5)

1母 音 音素_・ 〆V/*

1子 音 音素/C/+1母 音音 素/V/.一4CV/

1半 母 音音素/S/+1母 音 音素IV/一 ・1SV/*

i子 音 音素/C/÷1半 母音 音素/S/+重 母 音音素/V/..ノCSV/

1特 殊 音素 …/N/,/灯,/R/*,!」/*

服 部 氏 は 「"母音で始ま る"モ ーラだけがVと い う例外 的な構造 を有す

るよ うに見える。 それ で,こ れ らのモー ラも,語 頭 にある ものはCVと い

う構造 を有す るのではない か と考え,こ のCの 位置に/・/と い う音素 があ

るもの と仮定Jさ れ,更 に,1i/,/w/の 前 に も/・/を 仮定 されま した。 そ

のた め(王)の 内,長 音の後半の/V〆 を除いては(2)の/CV/に 吸収 され,

(3)の/sv/は(4)の/csv/・ に吸収 され,構 成が単純化 され ま した。野

本菊雄氏,徳 川宗 賢氏 ら,こ れ に賛 同 され る方 も多い ようです。

今,そ れ らの方 々の御意見 を基 に 「音節一覧表」 を作 る と次 の ようにな

ります。(尚,人 に よ り表記法の異 なるものは{で くくって併証 しま した。)

2.音 節 の 数

1表11「 音 節一覧表」 にならべ た音 節の数 は全部 で152あ ります。 この

うちナンバ ーをつけたものは,人 に よ り認定の異なる もので,[表2]に そ

の比較 を認定者別 に と りあげてみ ま した。(諸 氏 の御意見 に対 し 誤解 があ

りま した らお許 し下 さい。ついでに私見 も加えておきます。)

① ③ の/・ノは服部氏がは じめゼ ロフォネー ムとして提唱 され,の ちに

/h/に 対 す る有声音音素 とされた ものです。前号で もふれた よ うに,氏 に

よれば シラブルの初めの母音には/sato'oja1(里 親)の よ うに/'!が っ き,

長 音の後部 は,1satoo副(砂 糖屋)の ように母音 宝個 とな ります。長音の後

部の,li,e,a,o,Uノ の他 に/》i,'e,シa,b・'u/を 認 め られ るのです か ら5

音 節 多 くな ります。 この揚合,勿 論 ノR!の 音 節は認 めませ ん。 野本菊雄 氏

一12一



〔表11
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俵2」 音節認定比較表

亀 井 ・金 田一
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や徳川宗賢氏もこれに賛同 されています。 一 方・浜 田敦 氏 はい ず れ も
の

/sato}olaノ と され ます し,「 現 代 日本語 の音節 分類表』 で も,狭 義 の長音は

()内 に入れ 「総数102個 」 と明記 してあるので 〔)内 は含 めない こと

にしま した。(表2)で(±i)と したの1ま・砂籠 浬 親もともに/班

され る の で1i,o,a,o,u1の5個 が マ イ ナ ス,、1'三,りe,'a,'o,7u/の5個 が プ

ラ ス とい う意 味 で す 。 服 部 氏 の ③ も 同 様 に プ ラ ス マ イ ナ ス さ れ ま す 。
(4)

⑨ のガ行鼻音 をガ行子音 と別 の音節 として認 めるか ど うか も賛否両論

です・服部氏 ・有坂氏 ・金 田一氏 ・野本氏 らは・/91!り1を 別の音素 とされ

ます し,秋 永 もそれ に賛成です が,亀 井 氏 ・浜田氏 ・柴 田氏はlg頁 η1を

一つの音素/g'に ま とめてお られます。勾/を 別の音素 とみ る立 ち場か らは

別の音節 をた てる ことにな るので 陶a!以 下8音 節 プラス とい うことにな

ります。但 し,こ れ は東京方 言の音節 とい う意味 であって,幻 可 以 下を標

準的 な音節 として積極 的に認 め,教 育 しよ うとい うのとは別 問題 です。

このlg】 と[朝 です が,原 則 と してlglは 文 節の初 めに しか来ず,均1

は原則 と して文節の初 めには来 ない,つ ま り文節初 めのガ行音 はガギ グゲ

ゴで,文 節 中のガ行音は原則 として カ。キ。ク。ケ。コ。である とい う対立 があ り

ます"(第1分 冊の法則 を御覧 下 さい。)現 在の諸方言か らみます と・九州・

中国地方,四 国西北部,及 び千葉 県南半 分か ら新潟 にかけての細長い帯状

地域ではそ うした対立 がな く,す べて[g】 で 発音 します。 また,土 佐 や熊

野,十 津 川な どでは[g】 の前に軽い鼻音が入 る ヒglで 発 音 しますが,こ

れは室町末期 の近 畿地 方の発音 と同 じです。その他の地帯はlglと[項 を

区別す るわけです が,京 阪や京浜 な ど,都 会の若い層では,1η1がlglに

領 分をおか されて来つつ ある現状です。

また, .[g]と[朝 の どちらが伝統 的か とい う論 も 室町末の キ リシタ ン資

料や現代の方言か ら考 えて論 の分かれ るところです。金 田一 氏は 「《古 くは

各地 とも[gl音 で あ った のが,地 方 によ り,[g]>[nglあ る いは[gl>1躯 の

変化 を起 して現在の ようにな った》と見 る よりも,《 古 くは各地方 とも[ηg1

音 で あ ったのが,地 方に よ り前の鼻音 を振落 してlg]音 に 変化 し,地 方 に
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よっては[g]が 前 の鼻音の影響を受けて[91音 に 変 他 して現在の ようにな

った》,と 見 る方 が穏 当 と、慰われ る。」 と書 いてお られます。

どちらが伝統的な音であ った としても,現 在大都 会で[glと 回 が区別

されていれば,そ れ を標準的な音 だ と感 じるのが一般 の心理で しょう。

シ ェンシ ェイやオ ク ワシな どの方 が伝統的 な音 であ って も,文 化の進 んだ

大都会で使われなければ,そ れはナマ リと感 じて しま うものですか ら。

私 自身東京出身で,文 節中の[り1を 美 しい とは感 じませ んが,文 節 中の[g]

を,聞 きに くい,耳 ざわ りだ とは感 じます。 また現在 東京の若い層で急速 に

1り]が 消滅 しつつ ある ことも認 めます。(英 語学者 岡田秀穂氏御夫妻は東京

育 ちで,お 二人 とも[g][田 の別 がおあ りで,お 子様三人(長 男昭和34年

12月 生,次 男 ・長女38年4月 生)も 幼稚園 に入 られ るまでは[g][り1の 別

があ ったそ うです。 ところが,練 馬区の二年保育の幼稚 園に入 って しば ら

くす ると・三人が三入 とも[g】 一 本に変 って しま った そ うで・両親 よ り.も

友だ ちの影響の方がず っと強い ようです。)しか し,長 い問標準 的な立場 を

保 ってい たガ行鼻音 を標準音 の座か らひ きず りお ろす のは,も う少 し待 っ

た方 がよい と思い ます。 私は標準語 とい うものは,発 音(ア クセ ン トも含

めて),表 記 法,文 法,語 彙 も含 めて,若 い層が急速 に変化 した漆 らとい

って,す ぐに標準語 も変化 させ よ うとい うよ うな,10年 き ざみ,20年 き ざ

みの立揚 は と りた くない と思 ってい ます。

[表2i中,金 田一氏の欄 に 串をつけた ものは,氏 が 「感 動詞お よび外来

語 に見 られ る特殊 なもの」 とされた ものです。② のイ ェ,@の ヒェは無印

で したが,ミ スプ リン トだそ うで,こ こでは(*〉 と してお きま した。⑤の

ウォは注 に 匁Oは 「こわい」に 「ございます」 を付 けた形 「こお うござ

います」の 「お」の部分な どに現れる。」 とあ るの です が,秋 永は 「コウォ

ー」 のよ うには発音せず ,② ⑤㊨ とも*が 必要 ではないか と思 ってい ます。

⑥の ク ワはた しか にク ワル テ ッ トに現われますが・氏 は ⑦ のクィ,ク ェ,

ク ォ,及 び ⑧のグ ァについて もrk車 以下お よびg甲 もあ るいは外来 語

には認 め られ るか 。」 とされていますので,(〉 に入 れて計算 しま した。
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氏はまた⑬ ツ ァ,⑭ ツォに も*印 をつけ られま したが,オ トッッァン,ゴ

ッッォーサマ もあ ることです し,無 印 でもよいのではないか と 思 います 。

⑫の ッェは服部氏は 「関西方言の/'i)ceN/(一 膳)」 のみあげてお られ るの

で,東 京語 の音節 と して認 めて おられ るか どうか 不明です。⑳ の ヴィ～は,

亀 井.金 田一両氏作成の国語学辞典巻 末の 「国語音 節一覧表」 の注で は・

外来語に現われる もの と してあげてあ りますが,金 田一氏の 「日本語 音韻

の研究」の方にはあが っていません。 辞典 の注は亀井氏の御意見だったの

か も しれません.と す ると,あ の表は亀井氏に よれ ば 「正書法的音節表』

だそ うですか ら,音 韻的 な音節 として/va,ve.』./以 下 を認めた ものでは

ない とい う事 になるわけで しょうか,な お,⑯ テ ィ,⑰ トゥの音 節を認 め

るとす れば,当 然ti,tuと 表 記す るわ けです か ら,訓 令式 のチをt三,ツ を

tuと 書 く正書法 と抵触す るこ とにな ります。

ともか く,外 来語 のみ に現 われ る音節 を,東 京語 の安定 した音鄭 として

認 めるとなると,150個 近 くにまで増 えて しま う可 能性 があるわ け で す。

この うち,ど こまで を認 めるか,ど こかで線 を引 く必要がある と思います。

3.外 国人向 目本語教科書では}

服部四郎氏もいわれるように 「正書法としてのローマ字綴 りと音韻記号

とが一致するのが理想」です。特に外国人のための日本語教科書に於ては,

それが痛感されます。この揚合のローマ字表記には大きくわけて二つの傾

向があります。 学生の母国語が同じ場合と異なる揚合とで変るわけです。

学生の母国語が同じ揚合にはその国語の音韻体系にあった表記法がとられ

るのも,初学年ではよいか もしれません。特に日本以外で教育する揚合は,

教師が 日本人(標準的な日本語を発音する日本人〉でない揚合も多いのです

から,教 科書のローマ字表記からうける音声の印象ができるだけ目本語の

発音に近いことが望ましいと思います。 しかし,弛 のローマ字の本や辞書

をこなせなくなるという問題もおきてきます。一方,日 本在住の学生枢手

の教科書となると学生の母国語がまちまちなので,ロ ーマ字表記からうけ
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る音声の印象 も人 に よってまちま ちにな ります。 ただ し,こ ち らの方 は,

住 んでい る場所 も目本 です し,教 師 もま あ標準的 日本語 を話 され る}で し

ょうから,教 室でそれぞれ矯正す る ことで救 われま し ょう。いず れに して

も,で きるだけ早 く 「かな正書法」に移行す るのが無難 だ と思 っています。

今手許 の教科書(英 米 と 日本で出版 された ものに片寄 って申 し 訳 あ りま

せん。)で,ロ ーマ字表記(ロ ーマ字 正書 法一覧 ～)を比較 してみ ます と,ざ

っと次の ような結 果がでま した。目(特殊 音節に ついて は第4分 冊 を御 覧下

さい。)

(重)典JAPANESEREADER(R.A,MILLER)

(2)ANINTRODU(⊃TIONTOWRITTENJAPANESE(P,G

O'NEILL,S.YANADA〉 「日本文入門」

〔3)BAslcJAPANEsEFoRcoLLEGEsTuDENTs(T,NlwA,

M.MATSUDA〉

)

)

)

)

)

)

4

5

6

7

S

9

(

(

(

(

(

(

BEGINNINGJAPAN早SEPa1t1(E,HJORDEN〉

EssENTIALJAPANEsE(s,E、MARTIN)

JAPANESE(CJ,DUNN,S.YANADA)

JAPANESEINTHIRTYHOURS(E.K工YOOKA)一

LEARNJAPANESEI(」 ・YOuNG,KNAKAJIMA)

MQDERNJAPANESEABASICREADER(H.HIBBET,

G.ITASA至 くA)「 現 代 日本文読本」

(10)MODERNJAPANESEFORUNIVERS工TYSTUDENTS

PartI(亙.C.U.〉

(11)NAGANUMA'SPRACTICALJAPANESE(N,NAGANUMA)

(12)NIHONGONOHANASIKATA[耳owtospeakJapanesel

(KOKUSAIGAKUYUUKAI)

●ia,jQ,ju,kla,gja・

と 表 記 。

・類 は(1)～(12)す ぺ てya,yo,yu,kya,gya・
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。 亟,りe・ 一 は(4)の み 爵,露 と表 記 。 他 はgi,gc・ 一 の ま ま.

●siは(1)(5)(7)(8)(9)(11)でshiと 表 記 。

・sla,slosjuは(1)(5)(7)(8〉(9)(11)でsha,sho,shuと 表 記,(2)

(3〉(4)(6)(10)(12)でsya,Syo,syuと 表 言己。

,ziは(1)(5)(7)(8)(9)(i1〉 でjiと 表 記 。

・zla,2P,21uは(1)(5)(7)(8)(9)(1bでja,jo,ju,(2)(3〉(4〉(6)

(1D)(12)でzya,zyo,zyuと 表 言己D

●ci,cja,cP少ciuは(1)(5〉(7)(8)(9)(11)でc血i,cha,cho,chu,(2)

(3)(4)〔6〉 でti,tya,tyQ,tyu,(10)はci,Gya,cyo,cyuと 表 記 。

●culま(1)(4)(5)(7)(8〉(9)(11〉 でtsu,(2)(3)(6)(12〉 でtu,(10)

の みCUと 表 記o

●huは(1)(5)〔7)(8)(9)(1玉)でfuと 表 記 。

ここで一番問題 なのは,チ,チ ャ,チ ュ,チ ョ,ツ をtitya,tyu,tyQ,tu

と表 記す る訓令式方法です 。 これ らの教科書 で,レ モ ンテ ィーや トゥース

トゥラィクや テユニ ックの類 は ど う表記 されてい るか探 したのですが,見

つか りませ んで した。チはt1表 記なので,テ ィには使えず,ツ はm表 記

なので トゥにtuは 使 えず とい うわ けです。 これ か らます ます外来語が安

定勢力 を保 ち,こ のような音節 も日本語 の音韻体 系の中にが っち りと組み

こまれて くるで しょうか ら,そ れ ら外来語の発音 を音節 として認 めるな り,

そ の表記 をとってお くな りしない とニ ッチ もサ ッチもいか ない ことにな り

ます。[表1】 にあげた音節の うち,① ③以外 ぐらいは何 とか表記 できる よ

うに しておか ない と日本語の 教科書 としては 困るのではないで しょうか。

但 し,こ れ らすべ てを標準的な音 節 として認め よ,と 言 っているので はあ

りません。 ローマ字正書法一覧 と して必要だ,と い う意味です。

〔参考)[表111表21等 で参考にした文献を著者別に次に掲げます。必要に応 じ

て引用文も注記 しま した。

(1)亀 井孝 ・金田一春彦作成 「国語音節一覧表(東 京語)』(国語学辞典)に よ9ま

す・r覧 表の音節数は1G2個 ですが,注 に特殊なもの,外 来語に現われるもの
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と して26個 あげ て あ る ので,と.も に 表 示 しま した 。 「gは,原 則 と して 語 頭 で

は 〔gLそ れ 以 外 で は 団 で 現わ れ る,(た だ し[g】 の み を用 い る 個 入,[gl正g]を

区 別 しな い 個 人 も少 な くな い.)」 な お,亀 井 孝 「ガ 行 の か な」(国語 と 国 文 学33〉

に は次 の よ うに あ ります 。 「「国 語 学 辞 典 」 の 附 録 の 音節 表 に つ い て」 「こ の

表 は,伝 統 的 な五 十 音 図 を拡 張 した もの を 斜体 の ロ ーマ 字 で 書 き示 した も の で,

ガ行 に 対 して はgagigugcgoの や うに な って ゐ る。 も ち ろん,[gqlと[qa]

との 区 別 は,書 き 分 け て な い。...イ タ リ ック は,そ れ が 直 接 に 音 の転 写 でな

い こ とを 意 味 す る の に用 ゐ るの が 習 慣 で あ る。...あ の表 は,そ の や うな 習 慣

を利 用 し,「 か な 」を ロー マ字 で 翻 写 して 示 さ うと した もの で あ る.ぞ 意 味 で

は,あ れ は,あ へ て い ふ な らば,一 種 の 「正 書 法 的 音 節 」の 表 で あ 「一 種 の」

とい ふ の は,音 声 史 へ の 理 解 を考 慮 に 入れ た こ と を意 味 す る。」

〈2)浜 田敦 「国 語 音 韻 論 に お け る単 位 と体 系 」(国 語 国 文28の3〉(i),「 丁 寧 な

発 音 と ぞ ん ざい な 発 音」(国 吾国 文27の2)「 ガ行 子音 」(国 語 国 文25の2〉
「国 語 音 韻 俸 系 にお ける 長 音 の位 置 」(国 語 学22)等 に よ ります 。「狭 義 の 長 音 と

よば れ る もの は,現 代 語 に おい て も一 応 ま だ活 濃 に感 情 言 語 と して の機 能 を も

って 生 きつ づ け て い る 。 そ の様 な も の を,langueの 世 界 に お け る単 位 で あ る筈

の 「音 韻」 と認 め る こ と は 到底 不 可 能 で あ ろ う。」(i)

〈3)柴 田 武 「音 韻」 〔方 言 学 概 説 餌9ぺ),「 音 声 一 そ の 本質 と機 能」(音 声 の

理 論 と教 育)等 に よ 夢ます 。

(4)服 部 四郎 「言 語 学 の 方 法」 〔i),「音 韻 論 と正 書 法 」(ii)等 に よ ります 。 「私 は

最 初,音 素/'ノ を 『ゼ ロフ ォ ネー ム』 と称 して い た が,後 に 『声 帯 音 音 素 』 と

呼 び,更 に 〆h〆に 対立 す る 有声 音 音 素 と した 。 ま た 「ヤ 」 「ワ」 を最 初 は/'la,1,

1'wa/と した が,後 に/ja/Jwa/と し,最 後 に,1'ja1,1'wa/と した 。 これ は 一 見

逆 戻 り した か の よ うに 見 え るが,そ うで は な い 。 最 初 は機 械 的 に ゼ ・7オ ネ ー

ム に 削,煙/が 結 合 した もの と して い た の を,「 積 極 的 フ ォ ネ ー ム 削1wノ が

あ る揚 合 は そ れ と複 合 す る ゼ ・ フ ォ ネ ー ム を 想 定 す べ きで はな い 」 と して/ia/,

/wa/と し,後 に/"ノ を1h/に 対 立 す る 有 声 音 音 素 と認 め る よ うに な った の で

ノむ例 わju,hio/と 並 行 して!'ia,'iu,'jo/を 仮 定 し,「 ワ」 も1'wa/と す る よ うに

な った ので あ る。J(i)291ぺ

(5)野 本 菊 雄 「国語 の音 韻 の特 色 」(音 声 の理 論 と教 育)に よ りま す。

(6)金 田 一 春 彦 「現 代 目本 薯 の音 節 表J(国 語 音韻 の研 究77ぺ)(i),「 ガ行 鼻 音

論 」(同 書 〉(の 等 に よ ります,「 国 語 音 節 一 覧 表 」 で は1D2個 とあ り外 来 語 ・

感動 詞 を注 に 回 して あ ります し,r日 本 語 」 〔岩波 新 書 〉(iii)で はr日 本 語 は 拍

の 種 類 が き わ め て少 い 言 語 で あ る 。総 計112ぱ か りで あ る。」 とあ ります 。(iii)

の 隻12は 直 接 伺 った と ころ に よ る と,1D2+⑨8÷ ⑳1÷ ⑤1=エ12だ そ うで,引

き 音 節 と ウォ を標 準 的 な音 節 と して認 め る こ とに 積 極 的 な 態度 で お い で で し

た 。 とにか く,(1)が 最 終 的 御意 見 で した 。

〈8)籍 川宗 賢 「目本 語 の 母音 と子 音」(こ と ば の宇 宙1966.6)で は 且lamaく 山>,

且ium¢<夢 〉,且w鎚 〈綿>の よ うに表 記 され て い ま す 。
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